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2016年11月11日

ニフティ株式会社

松井くにお

ソーシャルメディアアナリティクス（１）
－笑いのツボを分析する－
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• 職歴
– 1980：㈱富士通研究所入社
– 1980－1985：機械翻訳システムの研究開発
– 1986－1989：大規模電子化辞書の作成(EDR)
– 1989－1992：オンライン辞書システムの研究開発
– 1993－1994：次世代ワープロの企画(開発事業部)
– 1994－1998：超高速情報検索エンジンの研究開発
– 1999－2000：情報検索支援システムの研究開発(中国R&D兼務)
– 2001－2006：ナレッジマネジメントシステムの研究開発
– 2007－2009：Web 2.0 beyondプロジェクト（米国富士通研究所に勤務）
– 2009.7－ ：サービスビジネスの推進（ニフティ株式会社）
– 2016.11－ ：富士通研究所人工知能研究センター兼務

• 社外委員
– 2004－2010：言語資源協会副会長
– 2006－2008：情報処理学会理事
– 2011－2016：静岡大学客員教授
– 2012－ ：北陸先端科学技術大学院大学客員教授
– 2012－2016：JST特任フェロー
– 2014－ ：内閣府ＳＩＰ「レジリエントな防災・減災機能の強化」課題に設
– 置されるプログラム会議委員（国プロの審査員・運営委員）
– 2016－ ：静岡大学創造科学技術大学院特任教授

自己紹介
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• 岩倉友哉（富士通研究所）

– 2003年 株式会社富士通研究所入社．

• 2011年 東京工業大学大学院総合理工学研究科物
理情報システム専攻博士課程修了．博士（工学）．

–現在，株式会社富士通研究所 知識情報処理研
究所 人工知能研究センター ナレッジステムＰＪ
主任研究員

–入社以来、自然言語処理の研究開発に従事．

• 機械学習に基づく固有表現抽出，文書分類など

Teaching Helperの紹介
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• 11月11日
– 分析とは？

• 目に見えているもの／見えていないもの

• なぜビックデータか

– 昨年までの分析
• ニフティサーブフォーラム＋デイリーポータルZ

• 今までの分析結果

– 今年の分析対象：デイリーポータルZの紹介
• 内容、コンセプト、統計情報など

• 授業で使うフォーマット

– 分析実習に向けて
• 分析方法と分析例

• 宿題（自由課題）

今回の内容
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分析とは？

白いシャツを着ているヒトが何回パスをしたか数えなさい
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目に見えているもの／見えていないもの

• 目に見えている（と思っている）ものだけが真
実ではない

• 目に見えていない（と思っている）ものを読み
取ることが必要
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では、これは？
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リオデジャネイロオリンピックのメダル

• リオデジャネイロオリンピックの種
目数
– 306種目

• メダルのカウント
– 金：307、銀：307、銅：370

• メダルの総数（団体競技も含めて）
– オリンピック協会は2,488(812, 812, 

864)個用意

• 各国の選手数
– 11,320人

オリンピックのメダル獲得は難しい

4.5人に1人はメダル獲得可能の計算

ああ、

なるほど！
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「ああ、なるほど！」までの道

• 見つけたいことを決める

–オリンピックでメダルを取るのはどんなに難しい
のだろう？

• 必要な情報は分散している
– 「リオデジャネイロオリンピック ２８競技 ３０６種目」

– 「リオデジャネイロオリンピック (2016年) での国・地域別メダル受賞数一覧」

– 「2016年リオデジャネイロ五輪のために用意されたメダルの数は2,488個」

• 分析手法を決める

–今回は足し算と割り算
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分析・マイニングの目的

• 構成要素を明らかにするため

–化学実験

• 未来を予測するため

–天気予報、経済予測

• 新たな気づきを得るため

–ナレッジマネジメント、見える化
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なぜビッグデータか？
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2011年のハイプサイクル（ガートナー資料から）
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2012年のハイプサイクル
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2016年のハイプサイクル
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2016年のハイプサイクル
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2016年のハイプサイクル
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2016年のハイプサイクル
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なぜビッグデータか
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データの活用事例の分析

• データを活用するポイント

–継続性：何回も使うか

–高精度：ビッグデータだから精度が上がるか

–必要性：そもそもビッグデータが必要か

企業 事例 データ種類 データ規模 継続性 高精度化 必要性
成城石井 値引き決定 ＰＯＳ 3万アイテム ○ △ △
クックパッド 注目食材の分析 検索キーワードログ 3.5億件 × △ ×
ＶＩＳＡ 不正利用発見 トランザクション 1.3億／日 × × ○
楽天 商品のレコメンデーション コマース購入履歴 ○ ○ ○
Cyber Agent 退会兆候の行動分析 コミュニティの行動履歴 1000万人 △ ○ ○
がんこフードサービス 業務低下の行動分析 センサ、ＰＯＳ、クレーム ○ △ ×
Vestas社 風力タービンの最適位置導出 気象、ＧＰＳ、衛星写真 2.8PB相当 × ○ △
カカクドットコム証券 株価予測配信 twitter情報 2億／月 ○ △ △
ウェザーニュース ゲリラ雷雨の予測 GPS，カメラ情報 30万人、1万／日 ○ △ ○

ＡＩＴ航空機整備サービス整備業務効率化 航空機整備情報 6,300万／日 △ △ △
富士通WisReed 電力需給の安定化・最適化 スマートメーター情報 960億／日 ○ △ △
富士通　 糖尿病予備軍の予測 レセプト、健康診断、バイタル × ○ △
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昨年の分析対象

デイリーポータルZの紹介
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デイリーポータルZとは

• 1日3本記事を掲載

• ・珍しい場所・人

• ・工作・料理

• ・実験

• まじめに片足残しつつ、
笑いを目指す

• 2002年10月7日開設

• 累計記事数10,000本以
上
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主な記事
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コンセプト

•個人発信

•好きなことなので批判にはならない

•世間の流行は気にしない

自分が楽しいと思うものを紹介する

• 好きなことを書くとただマニアックになってしま

う

•興味がない人も振り向くようにアレンジする

わかりやすくサービスする

路線図だと鉄道ファンしか見てくれないので料理のレシピ、というアレンジをした例 ↑
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ライターにお願いしていること

• 現実で起きていることのほうが分かる人が多い。

•趣味性の高い分野（音楽、ネットなど）はわかりに

くい

外に出る

• 器用な人はおもしろくない

•たいていの人は工作を失敗しているので共感される

失敗してもOK

• 情報よりも経験したことを書く

•情報がなくても共感があればいい

知識よりもエピソード
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昨年の分析例
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• 別指標の「はてブ」を用いる

• 面白い記事を分析

記事の面白さとＰＶに相関はない
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• 提供、家電、ストアの単語で手がかりを発見
• ビジネスに誘導する証拠はあったか

デイリーとニフティの株価は関連があるか
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• 仮説１：ごはんを連想させるタイトルの記事はＰＶ数が多い
– 結論１：「確かに」ごはんを連想させるタイトルの記事はＰＶ数が
多い

• 仮説２：ごはん記事を書けば人気記事になる
– 結論２：「残念ながら」ごはん記事を書いても必ずしも人気記事
になるとは限らない

• 仮説３：ごはん記事人気はライター人気とは別
– 結論３：「やはり」ごはん記事人気はライター人気とは別

ごはん記事は面白い
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• PVとページ数は強い相関がある

参考
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授業で使うデータフォーマット
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データ:メタデータとページHTMLから構成

CONTENT=BEGIN 

記事のはじまり
PUBDATE=yyyy/mm/dd

公開日
TITLE=title 

記事のタイトル
WRITER=writer

著者
BASEURL=url

記事のトップページurl

PV=dddd

ページビュー（公開後3日間の値）
PAGENUM=n

ページ数
PAGEURL$=url

$には現在のページ数を示す数字が入ります
1<= $ <= PAGENUM以下になります

PAGE$=xxxxx

$ページ目の内容(htmlが保存されております)

CONTENT=END

記事の終了

CONTENT=BEGIN

PUBDATE=2008/10/1

TITLE=忍者になって人にまぎれる
WRITER=安藤昌教
BASEURL=http://portal.nifty.com/2008/10/01/

b/

PV=53,929

PAGENUM=3

PAGEURL1=http://portal.nifty.com/2008/10/0

1/b/

PAGE1=<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-

//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN">

PAGE1=<html lang="ja">

：
PAGE1=</html>

PAGEURL2=http://portal.nifty.com/2008/10/0

1/b//2.htm

PAGE2=<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-

//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN">

PAGE2=<html lang="ja">

:

PAGE3=</body>

PAGE3=</html>

CONTENT=END

例
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分析実習に向けて
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分析演習

• デイリーポータルZを用いた仮説検証

–開発用と評価用のデータを二種類用意

–最初に開発用データを用いて仮説を立てて、検証
手法を検討

–その後、評価用データに検証手法を適用し、仮説
が成り立つかを検証

• 次の仮説を例に紹介

– ライターの人気は期間によらず一定である
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仮説検証例：ライターの人気は一定である

• 検証方法：人気が一定であるかを調べるため
に、年別の人気順の変化のあり／なしを調査

• 検証対象

– 「2008年」を基準に2009年〰2016年で比較

• 検証手法

– 2008年のライターの順位とその他の年の順位の
相関係数を計算

• 2008年の順位と高い正の相関があれば、ライターの
人気は一定と言えそうである
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仮説検証例：分析プロセス

1. データを年別にわける

– 今回は年別に配布するのでここは省略

2. データの加工

– 各年のライターの人気順を決める

3. 集計・分析処理

– Rやプログラミング言語を利用

4. 結果の分析
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• 各年の平均PV数でWRITERを順位づけ

– WRITER名は空白を削除したり、全角の「Ｚ」を半
角の「Z」に変換するなどの処理を導入

仮説検証例： データの加工

TITLE=ファミレスのノンアルコールビ
ール飲み比べ
WRITER=梅田カズヒコ
BASEURL=http://portal.nifty.com/2

008/10/14/c/

PV=19,570

：
TITLE=やろうと思ったけどやんなか
った記事（2008年9月）
WRITER=デイリーポータルＺ編集部
BASEURL=http://portal.nifty.com/2

008/10/04/c/

PV=93,944
平均PVで
順位づけ

ライター
の順位

1. 梅田カズヒコ

2. 林雄司/住正徳

3. 高瀬克子

4. 林雄司

5. デイリーポータルZ編集部

：
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• 二つの年の順位の相関係数を計算

– 2つの年で記事を書いているWRITERを対象

• 今回は、 Rを用いて計算

仮説検証例：集計・分析処理

1. 梅田カズヒコ

2. 林雄司/住正徳

3. 高瀬克子

4. 林雄司

5. デイリーポータルZ編集部

：

2008年

1. デイリーポータルZ編集部

2. 安藤昌教

3. 林雄司

4. 玉置豊

5. 高瀬克子

： 2009年

x=c(1,2,3,4,…)

y=c(21,35,5,3,…)

cor(x, y, 

method="spearman")

Rにて計算
xが08年，yが09年順位

相関係数：

0.6994774
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• 表は08年と15年までの順位の相関係数

– 08年は当然ながら１。年が近いほど相関が高い。

• 09年は0.7に近く、かなり相関が高い

• 14年から負の相関となっており、続くわけではなさそう

比較対象 相関係数
08 1

09 0.699477

10 0.697193

11 0.596257

12 0.125807

13 0.31746

14 -0.16783

15 -0.1087

仮説検証例：結果分析
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その他の分析例

• 仮説：記事をページビュー数に並び替えるため
に要素はＸＸＸ

• 仮説：ページビューを予測するための要素は
YYY
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次回（11月25日）までやること
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• 自由課題（８チームに分けます）

–各チームそれぞれが、仮説作成・検証手法の検
討までの一連の分析を行なう

–分析の結果を通して知見をまとめ、発表資料を
作成

• データセットは二種類用意：開発用で仮説検証のた
めの手法を開発し、評価用データに適用し、評価

– 開発用データ（11月11日公開）
• 8,358記事（2008年１０月１日から2016年８月３０日まで）

– 評価用データ（11月18日公開）
• 1,285記事 （2016年８月３１日から２０１６年９月１１日まで）

演習
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• ピッチ
– 投資家に行なうプレゼン
– 5－6分間程度
– 厳しい質問後、その場で投資決定

• 内容
– 困っている問題

• 今、何が起きているか
• Disruptすべき既存の仕組み

– 解決策
• 誰がユーザか？
• どんな方法で？

– 特徴
• Better, Faster, Cheaper

• 主観／客観で見た市場、ビジネスモデル

– チーム紹介
• 役割、実績
• 解決可能なチーム

発表（一般的に行なうベンチャーのピッチ）
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• 自由課題のプレゼンテーション
– データ・サイエンティストのつもりで
– 5分間

• 内容
– 仮説

• 仮説立案
• 仮説の検証方法

– 分析手法
• 対象とするデータ決め
• 集計・分析・可視化

– 比較・深掘り
• いくつかの分析の比較、工夫点

– 結果
• できたこと、できなかったことの考察・検証

• 優秀賞
– 優秀な発表を行なったグループに特製グッズを差し上げます

今回の発表（11月25日）
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